
※本稿に記載された意見、推定、見通しは、本稿の日付時点における執筆者の分析・判断に基づいています。それらは必ずしもニッセイアセットマネジメントの意見を反映しているとは
限らず、また予告なしに変更される場合があります。

1

◆大統領選年の株価の推移と投資戦略
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大統領選年の株価アノマリー

• 大統領選該当年のS&P500は1984年以降のスタ
ディによれば均して右肩上がりです（図表①）。

• 年前半に株価騰落率がマイナスに沈んだのは3回、う
ち2020年はコロナ禍であり特殊事例、割り引いて考
える必要があります（図表①）。

• 他2回は1984年と2004年でしたが、マイナス幅はそ
れぞれ▲2.6％、▲7.8％であり、調整相場閾値
▲10％にも満たない結果でした（図表①）。

• 10月以降は全てプラス域に浮上した点を踏まえると、
年前半に▲8％以内の下落があったら、そこは投資
好機と見ることも可能です（図表①）。

（図表1～3）
Bloombergのデータを基にニッセイアセットマネジメント作成

◆なぜ大統領選年の株価は均すと右肩上がりなのか?

• 二期目大統領選の結果と実質GDPの深い関係が
背景と推測します（図表②）。

• つまり、大統領選挙年と、その前年のどちらかの実質
GDPがマイナスだと、必ず落選したのが過去のスタデ
ィだからです（図表②）。

• であれば景気の足を引っ張るような政策は封印（
金融引き締め）し、景気減速の兆候が見えたら前
倒しで利下げを匂わすことも視野に入ります。

• 少なからず、この政策スタンスが株価にフォローの風と
なってきたのではないでしょうか?

＜図表②二期目大統領選の結果と実質GDPの関係＞

＜図表①1980年以降二期目の大統領選年の
米株価（1月末）＝100）＞

◆株価の動向はなぜ重要なのか?

• 特に、大統領選前3ヶ月間（7月～10月）の
株価騰落率がマイナスだと現職大統領は敗北
したのが過去のスタディだからです（図表③）。

• このアノマリーを踏まえると夏場までに、マイナス
騰落率だった場合は、夏場以降のプラス化を
見込み安値を丁寧に拾う戦略も可能です。
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＜図表③大統領選前3ヶ月のS&P500騰落率がマイナス
だと現職大統領は敗北＞
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